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多賀城ホットトピックス !

１月18日、本市で活動している少年サッカーチーム
「LITTLE SUNS FC」と少年野球チーム「松島スマイルベー
スボールクラブ」による交流イベントが、さんみらい多賀城
イベントプラザ(STEP)で行われました。

サッカー選手は野球を、野球選手はサッカーを、それぞ
れの監督とコーチから指導を受けて、普段とは異なる競技
を楽しみました。

最後にはフットサルの試合を行い、両チームが一歩も譲
らない白熱した展開となりました。参加した選手からは「と
ても楽しかった。またやってほしい」という声も聞かれるほ
ど、充実したイベントとなりました。

笑顔溢れる サッカー×野球の交流試合

１月23日、シェアラウンジ多賀城で、市民活動サポー
トセンター主催の「多賀城 LUNCHトーク」が開催され、

「多賀城「やかもち鍋」～変わらぬ味に秘めた想い」と題
して、考案者で生涯学習100 年構想実践委員会の鈴木
きくえさんからお話を伺いました。「本市には名物が少な
く、まちおこしのために多賀城の鍋料理を作ろうと思っ
た」のが誕生のきっかけで、鍋の具材に悩んだそうです
が、古代米入りのお餅をいれて、大伴家持の名前を冠し
た鍋を苦労の末に考案！現在では「やかもち鍋」はイベン
トなどを中心に年間 900 食以上振舞われており、おもて
なしの心も加わった名物鍋になりました。

多賀城名物やかもち鍋の誕生秘話

３月３日、「高齢者交通安全運転講習会並びにサポート
カー体験会」が文化センターで開催され、市民24人が参
加しました。高齢運転者の事故の特徴などについて学ん
だ後、自動ブレーキなどの安全装置を搭載したセーフティ
サポートカーの乗車体験を行いました。

また、タブレットを使用して安全運転に必要な「認知・
判断・操作」の能力を向上させる「運転技能向上トレーニ
ングアプリ」も体験しました。
「交通事故を起こさない、巻き込まれない」ための知識

を深め、交通安全意識の向上にも繋がる有意義な講習会
になりました。

ずっと安全に運転を続けていくために

「多賀城悠久浪漫大使」とは、本市の出身者または本市にゆかりがあるなどで、市内外において活躍されている人を委
嘱し、地域の魅力をＰＲしていただくものです。

新たな「多賀城悠久浪漫大使」を任命しました！
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３月５日、多賀城小６年生の卒業記念として、「卒業前に
みんなで一つのことをやり遂げた達成感を味わいたい！」
との思いから、６年生自らが企画した「多小アクション～多
賀城オルレを歩こう」がありました。

学校付近がオルレコースになっていることもあり、野田
の玉川に架かるおもわくの橋をスタート。途中の「多賀城
廃寺跡」や「多賀城政庁跡」では市職員から歴史の解説を
受けながら、春間近の多賀城路を２時間ほどかけて、ゴー
ルの「多賀城南門」まで歩きました。

共に学んだ小学校生活を振り返るように、子どもたちは
一歩ずつ歩みを進め、オルレを見事踏破しました。

３月11日、東日本大震災から15年目となった市内は、
静かな祈りに包まれました。

多賀城駅前公園に設けられた献花台には、多くの市民
が花を手向け、また、14時46分には追悼のサイレンが鳴
る中、慰霊塔に向かって黙祷を捧げました。

また、日暮れからは「多賀城万
まん
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～鎮魂の 灯
ともしび

～」が
開催されました。鎮魂と復興へのメッセージが書かれた紙
コップをＬＥＤキャンドルで灯して作った「3.11」と「みらい」
の文字が浮かび上がる中、宮城県多賀城高等学校の皆さ
んによる澄んだ歌声が響きました。灯された火を見つめな
がら、あの日をそれぞれが振り返っていました。

共に歩んだ多賀城オルレ

３月１１日午後２時４６分

市立中学校で３月７日、卒業式が行われました。
高崎中学校では、酒井智紀校長から卒業生１人１人に卒

業証書が手渡されました。
卒業生代表の篠

しの
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花
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さんは、これまでの学校生活をふ
り返り、日々支えてくれた先生方や家族への感謝の気持ちを
伝えました。また、仲間と過ごした日々の思い出や、学校で得
た学びに触れ、未来に向かって歩みだす決意を語りました。

式終了後には卒業生全員がステージに並び、卒業の歌と
して「花になれ」を合唱しました。

令和８年度の市立学校卒業生は、中学校552人、小学校
586人でした。ご卒業おめでとうございます。

３年間の思い出を胸に未来へ

中央地区では、住民や福祉事業所の職員が集まり「たが和っか」という協議体
が活動しています。
「たが和っか」では、暮らしの中の人と人とのつながりの大切さを地域に伝え

るために、メンバーが中央地区で開催されたイベントや集まりに参加し、見て・
聞いて・知ったことを発信する活動をしています。
「居場所」と「防災」をテーマに、２月17日に行われた報告会では、メンバーが

～たが和っか報告会～つなぐ、つなげる、地域の輪

協議体とは・・・誰もが住みやすい地域を目指し、話し合い、行動し、地域に働きかけることを目的とした話し合いの場です。

参加した地域のお祭りや、子どもたちとの関わりを通して感じたことを、１人１人の言葉で伝えました。
また、交流の場の情報を盛り込み作成した防災マップを紹介し、災害時に助け合える関係になるために、日頃の人

とのつながりの大切さを伝えました。
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